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今治市波方町『薄明爛漫』
　　　伊予市在住
　　　　陶山親裕氏提供
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○ ガモワ隊の活躍

○ 命の授業作文コンクール「晴れの受賞」　県立北条高校から 2人の快挙

～被害者支援の若い芽吹き～～被害者支援の若い芽吹き～

　警察庁の「大切な命を守る」全国作文コンクールで、上田紗矢さん、山本知波さんが
それぞれ警察庁犯罪被害者等施策推進課長賞を受賞され、11/26、北条高校で伝達式
が行われました。

○ 被害者支援を学ぶ「考える・学ぶ講座」
　10/25 には聖カタリナ大学、12/23 には人間環境大学で開催しました。聖カタリナ大学
では、あわせて学生ボランティア団体の意見交換会も開催されました。

　被害者支援学生ボランティア団体「ガモワ隊」が、さまざまな場所での広報活動に活
躍しました。
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犯罪被害者週間記念講演会 in 2025

演題「犯罪の被害者遺族になって」　　　講師：近　藤　さえ子 氏

第一部 講演会

第二部 音楽隊コンサート

　犯罪被害者週間記念講演会で、地域住民・自治体にできること等の内容
で１時間講演しました。まず、会場に入って驚いたことは、たくさんの
スタッフの方が会の運営をお手伝いしていました。共通の緑のベストを
着用した男女、年齢も様々な方たちがテキパキと準備をしていました。
私の顔の入ったポスターもたくさん張ってあって、恥ずかしかったです。
13ページにもおよぶ講演会の進行要領を皆さんが共有して動いていまし
た。前日にも一緒に夕食を取っていただき、壇上には大きな花、控室に
も私のためにお花を用意してくださるなど数々の心配りにとても暖かい
気持ちになりました。
　支援センターの皆様には大変お世話になりました。ありがとうござい
ました。講演は、皆様が熱心に聞いてくださいました。保護司会の方、
更生保護女性会の方なども大勢で聞きに来てくださっていたようです。
とても嬉しかったです。相談員の方や被害者支援の弁護士さんなどと様々
な話が出来たことも大変有難かったです。

　　演奏 愛媛県警察音楽隊
　講演のあと、「音の架け橋」として皆さんのよ
くご存じの曲を演奏していただきました。
　参加者の皆さんから「音楽隊の演奏が素晴らし
く、感動しました。ありがとうございました。」「県
警音楽隊のコンサートを聴き元気をもらいまし
た」等との感想をいただきました。

　　＊＊＊　参加者の声　＊＊＊　（アンケートから抜粋）
　☆　講演者のお話、胸に迫りました。被害者への支援が充実するよう社会全体で取り組めると良い。
　☆　がんばって活動されている様子がよく分かりました。たくさんの人に聞いてほしかったです。
　☆　遺族の方々に対する理不尽な制度やそれに対する生々しい思いが伝わってきました。
　☆　加害者より以上に被害者を支援する気持ちや制度が大切だと思いました。
　☆　被害者遺族の悲しみ苦しみで胸が張り裂けそうでした。世の中は変えていかなければならない。
　☆　もっと被害者、遺族を支援するとともに、加害者が再犯をしない教育をしてほしいです。
　☆　議員としてのお立場からも政策的なことまでお話が聞けて、貴重な機会となりました。

犯罪被害者週間記念講演会 in２０２５を11月23日（日）に松山市総合福祉センターにて開催しました。
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～知る～

［構想］　愛媛県多機関ワンストップサービスの流れ

◇　めざすもの

◇　支援のかたち

◇　支援条例の潮流

◇　求めるもの

◇　愛媛県条例

◇　県内の市町条例

◇　市町条例の効用
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～ 皆様のご支援・ご協力をお願いいたします～

毎月11日イ
オン・デー


